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ニュｰジｰランド便り(1)

クｰムス教授の引退ξ後任教授の選定

河内洋佑1)

極めて低変成度の変成岩において沸石による分帯が可

能であることを発見し,沸石相という変成相を確立した

ことで日本でもよく知られているオタゴ大学のダグラス

･サクソン･クｰムス教授が65歳で定年退職した.クｰ

ムス教授は34年間にわたって地質教室の主任教授であっ

ただけに,一つの時代が終わったという感慨をまぬかれ

ることができたい.

ニュｰジｰランドは人口僅か330万人(もちろん昔はも

っと少なかった)で,しかも南太平洋の孤立した国であ

る.したカミって学間の発展にとって欠かすことのできた

いいろいろな交流には困難をともたった.その名残りは

いまでも残っている.たとえば大学の学年は2月から11

月であるが,卒業式は翌年の5月に行なわれる.これは

卒業成績を母国であったイギリスに送って承認を得るの

に,郵便が船で往復6ヵ月かかったときの習慣をそのま

ま残しているからである.それにもかかわらず,何故か

写真1オタゴ大学本部の時計塔.ネオコシック建築のこの建

物は1869年にできた.(ドン･ウェストン撮影)

昔から高名た学者をたくさん生みだしてきた.原子核崩

壊の発見者として近代物理学の父ともいえるラザフォｰ

ド卿は,ニュｰジｰランドの南島の小さた町ネルソンの

出身で,基礎教育はニュｰジｰランドで受けたのであっ

た.地質学関係では,超塩基性岩の研究で有名たベソソ

ソ,変成岩のタｰナｰ,地形学のコットン,鉱物学のハ

ットン,鉱物学｡明石学のメｰソン,構造地質学のウェ

ルマソ,結晶化学のファイフなどがすぐ思い出される.

ニュｰジｰランドはまた,スポｰツや文化の面でも小

国に似合わない成績を残してきた.ソウル･オリンピッ

クの成績について,金メダル3点,銀メダル2点,銅メ

ダル1点として,総点数と人口のグラフ(第1図)を作

って見ると,ニュｰジｰラソドカミ束ドイツ級の活躍をし

ていることがわかる.最近ではラグビｰの世界選手権老

として近年無敗を誇るオｰルブラックスがあり,また女

子ネットボｰル,女子スカッシュの世界選手権も保持し

ている.

余談はさておき,ニュｰジｰランドには地質教室が六

つある.いずれも国立大学である.このうちオタゴ大学

を含む四つの大学で,ここ数年のあいだに教授が交代し

写真2オタゴ大学の紋章のステンドグラスの向こうに本都の

時計塔がみえる.紋章の下のラテン語SapereAude

はDaretobewise(知識を得ることに挑戦せよ)と

いう大学のモットｰ.

1)ニュｰジｰランドオタゴ大学:Geo1o馴Department,Uni･

マersityofOtago,P.O.Box56,Dunedin,NewZea1and

キｰワｰド:ニュｰジｰランド,オタゴ大学,クｰムス教授,

後任人事
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ソ連第1図

④策ドイツ

アメ■』カ合胴ソウル･オリンピックはボイコットもなく,12年ぶりに世界の

全ての国が一堂に会したということで,世界のスポｰツの現状

韓国

㊥西ドイツを見るのにまたとない機会を提供した.参加160カ国(属領を含

㊥ブルガリア

㊥ル_マニア､む)中,52カ国が何らかのメダルを獲得した.金3点,銀2点,

ハンガ㌻エコ㊥国イギリス棚銅1点として,総合点を計算し,人口と比較したのがこの図で

一一一ジｰラン1オｰストラザｰゴ､､!タ1ア･日本ある｡その反面,…ヵ国以上は何のメダルもとれなカ･ったの

鐙ケ三ア国ポｰランドで,この図には示されていたい.しかし世界の主要国は大体何

㊥④カナダ

ノルウエｰスウエ■デンオランダらかのメダルをとっているので,大勢を見るのには差支えない

ゲンマ'ク国スペイン⑧ブラジルであろう.また総合点5点以下での変動はあまり有意でないと

フィンランド㊥国

圃ス似モロッコ思われるので,除いて相関係数を計算してみた･直線回帰の相

オｰスト1｣アトルコ関係数はO･8337でがたり高い.たお,図上にひいた直線は･人

ポルトガル

国国アルセンチンロ100万人につき1点を取る場合(点数=人口/100万人)を表わ

テリｰ

♂㊥ペルｰ㊥南メキシコ㊥インドネシアL,一般的傾向を比較的良く示していると思われるので,参考

ベルギｰイラン

までに図示した.この直線から左に離れる程(厳密には点数/

5ユ050m5001000人口比の高い程)人口の割に良い成績をあげたことを表わして

人1](100万人)いる.

た.ニュｰジｰランドの地質学研究事情は大きな転機に

直面している.実は人事面だけでたく,予算面でも,管

理面でも変化しようとしているのである.それについて

は今後この紙面を借りてお伝えしたいと思う.ただここ

ではニュｰジｰランド地質調査所でも最近研究職150人

中から11人の研究老が退職させられたことだげを記すに

とどめる.ニュｰジｰランドの地質学研究が過去の栄光

を引続き保持できるかどうかは,残念ながら疑わしい面

がなきにLろあらずという事情になってきている.

さてニュｰジｰランドではイギリス型の教室構成をと

っている.すなわちふつう教授は一名で,以下助教授,

上級講師,講師からなっている.以上の職員は講義や実

験を担当するが,このほかに古参の大学院生のうち若干

名が,実験助手として臨時的にやとわれている.このほ

か上記の教育職員とほぼ同数の非研究職員がおり,エレ

クトロニクス工作,金属工作,写真,標本管理,薄片製

作,教室事務,秘書,タイピスト,清掃などにあたって

いる.教授の権限と責任は,以上の全職員の人事,教室

の運営,研究指導,講義,進級･卒業論文指導において

極めて大きく,また大学の評議員会にも出席して大学全

体の運営にも発言したげればたらたいので,教室の浮沈

はいわば教授が握っているといってもよいほどである.

'したがって,クｰムス教授の後任選びは大学としても教

室としても重大た関心事であり,また重要た地位である

から,年功序列制によって助教授が昇進することは全く

考えられたかった.後任の募集は全世界を対象に行たわ

れた.Geoti血esやEOSに募集広告が出されただけで

たく,国内の一般新聞にも広告が出された.

その結果,締切りまでに45名の応募者カミあった.一番

1990年6月号

若いのは34歳のポストドクトレｰドで一番年寄りは58歳

の研究者だった.しかし大体において40代前半の人が多

く,30代後半から40代前半のアクティブた研究業績のあ

る人をとりたいという大学(教室)の意向に添う応募者

があったことは喜ばしい.応募者を国別にみると,アメ

リカ,カナダ,オｰストラリア,ニュｰジｰランド,南

アフリカ,イギリスたどであったが,非英語国からの応

募も二,三あった.ただし日本からの応募がたかったこ

とは残念である.オタゴ大学からは助教授,上級講師,

講師各一名の計三名が応募した.オタゴ大学の他の二名

の助教授は応募しなかった.

以上の応募者の中から五名が第二次リストに残った.

この五人はオタゴ大学の費用により招かれて,それぞれ

約一時間半にわたり研究セミナｰという形で講演をおこ

たった.これは公開で行たわれ,学部学生はもとより,

学部長その他非地質専門家も参加Lた.そのあと一人一

人の候補者を囲んで座談会が行なわれ,rもL教授にた

ったら教室の運営についてどういう方針を持っている一

が｣,r研究と教育についての基本的考え方を聞きたい｣,

rオタゴ大学に応募した理由は何か｣たどという質問攻

めにあった.質問は職員からだげでたく,学生も活発に

質問していたことカミ注目される.このように選抜された

少数を招いて講演してもらい一種の面接を行たうこと

は,ニュｰジｰランドのように特に孤立した国の場合費

用は馬鹿にたらたいカミ,現在アメリカなどをはじめとし

て,主要な大学で次第に採用されるようにたってきた選

抜方法であるという.今回の候補者のうちのある人は,

紹介によると過去10年間に120編の論文を発表している

そうである.講演の終わったあとで｢あれは人問じゃた�
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くて日本製のロボットじゃたいのか｣などとこっそり冗

談をいう人もあった.この五人がいずれも現在油ののり

きった先端的た研究者であることに疑いはたいと見受け

られた.

最終的た結果はまだ発表されていたいが,クｰムス教

授の後任の赴任は1990年11月頃(学年末)が予定されて

いる.

このような選抜方法はうまくいくといいカミ若干の欠点

もある.別の大学の例だが,第一候補者カミ都合で決定後

辞退してしまったため,第二候補者にお鉢がまわったこ

とがあった.このときには二番目の人にとって自分がベ

ストチョイスではたかったことは明らかであり,感情的

Lこりとたって残ったという.今回教室内から三人の応

募があったのにもかかわらず,いずれも五人の中にも選

ばれたかった.これは私の感想であるが,もし誰かが選

ほれていたら,昨日までの一番若い人が教室のトップに

盗難燃鎮一｣

写真3

オタゴ大学のキャンパスの主要

部.右手に本部の時計塔,その

右(右端)のネオコシック建築

は地質教室.写真上部の赤レン

ガや右上部の平屋はほとんど学

生の寮やアパｰト.

いきたり昇ることもありえたわげで,そういうとき果し

て教室内にしこりが全くたいのかどうか,いささか興味

あることになるところであった.西洋人は実績一本槍と

日本では信じられているかもしれたいが,必ずしもそう

ではない.特に人事管理などでは人柄だとも無視できた

いのは当然のことである.今回のようにいわば飛越し昇

任を狙うたら,別の大学に応募した方がチャンスがある

とはっきり言う人もある.

英連邦諸国では,年金をはじめ社会保障が,協定によ

って,国が替わっても継続通算されることになっている

ところカミ多い.そのためこれらの国の間では大学を移り

やすいという事情があることも忘れることはできない.

また,ニュｰジｰランドでは年金受給資格は十年で生ず

るので,かたり年齢の多い人でも転職しやすい.もちろ

ん若い人にとっては,十年位すぐたってしまうので,こ

の面での不安は全くたいと言える.

追記:Coombs教授の後任は,カリフォルニ

ア大学サンタバｰバラ校のリチャｰドH.シ

ブソソ(42歳)に決った.1990年8月に着任

が予定されている.

KAwAc削Yosuke(1990):Retire皿entofProf･

鐘

D.S.Coombs,Uni∀ersityofOtago,andthe

se1ectionofsuccessor.一LettersfromNew

Zea1an〔1(1)一･

<受付:1990年3月7日>

写真4モユラキ半島のドレライト･シル(クｰムスと中村保夫氏の研究がある)

の上で.クｰムス教授と筆者(ドン･ウェストン撮影)
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